ロバを探して
サムエル記第一1章で、より珍しい場面の一つは、サウルとその従者が、いなくなったろばを捜しているときに起こります。ろばを見つけられなかった後、従者は神の預言者サムエルを訪ね、動物がどこにいるか尋ねてはどうかと提案します。一見すると、その依頼はほとんど取るに足りないものに思えます。なぜ神の預言者に家畜のことを尋ねるのでしょうか。その答えは、当時のイスラエルの霊的状態について、そしておそらく私たち自身についても、多くのことを明らかにします。
霊的に浅い時代
この本文は、神が預言者たちを通して隠された事柄を明らかにされたため、預言者たちがかつて「先見者」と呼ばれていたことを説明しています（サムエル記上 9:9）。古代イスラエルでは、神が普通の人々には知ることのできない情報を明らかにすることがおできになると信じられていたため、人々が実際的な導きを求めて預言者を訪ねることがありました。
ですから、サウルの願いはまったく異常なものではありませんでした。しかし、この場面は、イスラエルに生じつつあった浅薄な霊的雰囲気も明らかにしています。その状況について考えてみましょう。
· 祭司職はエリの息子たちのもとで腐敗していた。
· イスラエルは契約への忠実さからますます遠ざかっていた。
· その国民はまもなく「ほかのすべての国々のように」王を求めようとしていた。
· そして今、イスラエルの将来の王が、いなくなったろばを捜しているところで紹介される。
サウロは、義や知恵、悔い改めを切望しているから神を求めるのではありません。彼が求めているのは、実際的な不都合への助けです。その場面は意図的に小さく日常的なものですが、深い象徴性を持っています。
この皮肉は強烈です。サウルはろばを捜していると思っていますが、神は舞台裏でイスラエルの最初の王の選定を整えておられます（サムエル記第一 9:15-17）。
神は、サウロが理解していたよりもはるかに高い次元で働いておられました。
サービスとしての宗教
もう一つ明らかになる詳細は、サムエルへの贈り物を持って行くことについての、しもべの心配です（サムエル記第一 9:7-8）。その文化では、贈り物は預言者や教師に対する敬意を表す通常の方法でした。しかし、その会話は依然として取引的に聞こえます。「私たちは情報が必要です。預言者に何を持って行けるでしょうか。」
そのような態度は、どの世代にも静かに起こり得ます。宗教は、神を知ることよりも、神から奉仕を受けることに重きが置かれるようになります。今日でも、多くの人々は主に実際的な利益を得るために信仰に近づきます。
· 経済的な助け、
· 成功への導き、
· 癒やし、
· 家族の問題の解決、
· または不安からの解放。
これらの懸念は、どれも間違ってはいません。神は日常生活を気にかけておられます。聖書は、信者がすべてのことについて祈るべきであると繰り返し教えています。危険なのは、神が単なる目的達成の手段になってしまうときです。現代の宗教運動の中には、さらに進んでいるものもあります。
· 説教者を霊的な占い師のように扱うこと、
· 小さな決断のために「神からの特別な言葉」を求めること、
· あるいは、信仰を主に繁栄と個人的な成功への道として提示すること。
これは、サウルの時代に見られたのと同じ浅薄な本能を反映しています――神がどのようなお方であるかではなく、神が何を与えてくださるかを主として求めることです。
より大いなる教訓
聖書の後の箇所には、サウルとダビデの間に重要な対照があります。二人とも困難な時に神を求めました。しかし、ダビデは次第に、神ご自身を深く慕い求めるようになりました。詩篇 27:4で、ダビデは自分の最大の願いは、ただ主の御前に住むことだと言いました。
サウルは、そのような霊的な深さを決して真に身につけませんでした。皮肉なことに、サウルはろばを探すところから物語を始め、最終的には霊的な識別力と従順さを欠いていたために、王国全体を失います。
この教えは、今日でもなお重要です。神は、人々が実際的な助けを求めているときに彼らと出会われることがありますが、神が望んでおられるのは、彼らをはるかに深いもの、すなわち信仰、聖さ、礼拝、そして神との真の関係へと導くことです。
